
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 港湾局では、昨年の台風 15 号の高波により被災した金沢区福浦・幸浦地区及び中区本牧地区の護

岸工事を進めています。この度、台風シーズンに備えて護岸の嵩上げが概成しましたのでお知らせい

たします。 

このことにより、大潮の満潮時に昨年の15号クラスの台風が襲来しても、高波による被害が防止で

きます。引き続き、土のう設置等の仮設の防護を行いながら、消波ブロック設置や周辺整備を行い、

更なる防災力の強化を図っていきます。 

 

１ 概要 

 （１）概成延長：約3.7km（福浦・幸浦地区：約2.4km、本牧地区：約1.3km） 

 （２）護岸嵩上げ：護岸の壁を現地盤から約３ｍ程度の高さまで嵩上げ 

２ 概成状況 

（１）福浦・幸浦地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

（福浦・幸浦地区に関すること）港湾局建設第一課長 斎藤 愼太郎 Tel 045-671-2879 
（本牧地区に関すること）港湾局   建設第二課長 高村 英一  Tel 045-671-2875 
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（２）本牧地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 完成までの暫定的な対応 

  第３防護ラインとして防潮堤を整備するまでの間、考えうる最大級の高潮・高波に備え、大型土

のうを設置します。 
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